
ニュージーランドでの挑戦

　
佐
々
木
孝
弘
市
長
と（
一
社
）安
代
リ
ン

ド
ウ
開
発
の
立
花
賢け

ん
せ
い生
会
長
な
ど
４
人

は
、１
月
22
日
か
ら
30
日
ま
で
の
日
程
で
、

ル
ワ
ン
ダ
共
和
国
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　
訪
問
団
は
、同
国
か
ら
Ｅ
Ｕ
加
盟
国
へ
の

安
代
り
ん
ど
う
の
輸
出
を
目
指
し
、試
験
栽

培
か
ら
始
ま
っ
た「
切
り
花
り
ん
ど
う
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」の
10
周
年
記
念
式
典
に
参

加
。
こ
れ
ま
で
の
歩
み
を
関
係
者
と
と
も

に
祝
っ
た
ほ
か
、
現
地
ほ
場
の
状
況
を
視

察
し
ま
し
た
。ま
た
、滞
在
中
は
、政
府
関
係

者
に
安
代
り
ん
ど
う
生
産
へ
の
協
力
な
ど

ルワンダ共和国でリンドウの栽
培可能性調査を始める。

⃝2014.11
（平成26年）

2016. 2
（平成28年）

2018. 5
（平成30年）

リンドウなど切り花の商用生産
を目指す現地生産法人「BHR」を
設立。

ＢＨＲと八幡平市オリジナル品
種の栽培契約を締結。現地での安
代りんどうの商用生産を開始。

　平成４（1992）年に、旧安代町の生産者が通年栽培を目指
し、ニュージーランドを訪問したのが交流のきっかけです。
安代りんどうの生産は、平成10（1998）年２月に開催され
たスキー国体の会場に飾る花を、日本と季節が逆となる南
半球のニュージーランドに生産委託したのが始まりです。
　その後は、同国内で安代りんどうを生産し、ＥＵへの
輸出を行いましたが、現地生産者の高齢化により事業は
拡大に至りませんでした。

　ニュージーランドでの生産の過程で、チリ国内の農業者と
交流が生まれ、同国での現地生産に取り組みました。平成22

2015. 1
（平成27年）

八幡平市オリジナル品種の試験
栽培を実施。

オランダでの挑戦
　平成14（2002）年にオランダへの輸出を開始しました。
　航空運賃など採算性の面から現在は行っておりません。

2019. 1
（平成31年）

2024. 6
（令和6年）

2025. 1
（令和７年）

切り花リンドウの生産７シーズ
ン目が始まる。

生産6シーズン目が終了。切り花
リンドウ142万本を輸出した。

同国で試験栽培した切り花リン
ドウをオランダ市場に試験出荷
し、市場で高評価を得る。

2019. 6
（令和元年）

生産1シーズン目が終了。切り花
リンドウ11万本を輸出した。
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ル
ワ
ン
ダ
で
の
リ
ン
ド
ウ
栽
培
は
、平
成
26

年
11
月
に
、市
、み
ず
ほ
情
報
総
研
、岩
手
大

学
と
共
同
で
、栽
培
可
能
性
調
査
を
始
め
た

こ
と
が
き
っ
か
け
で
す
。そ
の
後
、平
成
28
年

２
月
に
は
、リ
ン
ド
ウ
な
ど
切
り
花
の
生
産
を

目
指
す
現
地
生
産
法
人
ブ
ル
ー
ム・ヒ
ル
ズ・

ル
ワ
ン
ダ（
代
表
取
締
役
：
原
田
俊し

ゅ
ん
ご吾・Ｂ

Ｈ

Ｒ
）が
現
地
に
設
立
さ
れ
、ル
ワ
ン
ダ
で
試
行

錯
誤
し
な
が
ら
取
り
組
み
を
進
め
て
き
ま
し

た
。平
成
30
年
５
月
に
は
、栽
培
し
た
切
り

花
を
オ
ラ
ン
ダ
に
あ
る
ア
ー
ル
ス
メ
ー
ル
花
市

場
に
試
験
出
荷
し
、高
い
評
価
を
受
け
る
と
、

平
成
31
年
１
月
に
は
、市
、Ｂ
H
Ｒ
、安
代
リ

ン
ド
ウ
開
発
の
３
者
で
現
地
栽
培
契
約
を
締

結
し
、商
用
栽
培
を
開
始
し
ま
し
た
。最
初

の
シ
ー
ズ
ン
と
な
る
令
和
元
年
は
11
万
本
を

輸
出
。そ
の
後
輸
出
量
を
増
や
す
と
、昨
シ
ー

ズ
ン
の
輸
出
量
は
1
４
０
万
本
を
超
え
る
ま

で
に
な
り
ま
し
た（
グ
ラ
フ
参
照
）。

　
７
シ
ー
ズ
ン
目
を
迎
え
た
今
期
は
、
オ

ラ
ン
ダ
の
花
き
市
場
に
向
け
て
、
2
00


万
本
以
上
の
輸
出
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
安
代
り
ん
ど
う
の
海
外
展
開
の
ポ
イ
ン

ト
は
、知
的
財
産
の
輸
出
に
あ
り
ま
す
。
こ

れ
は
生
産
物
の
海
外
輸
出
で
は
な
く「
安

※ 1　オランダ・アムステルダムにある
　　世界最大の花き卸売り市場

代
り
ん
ど
う
」の
オ
リ
ジ
ナ
ル
品
種
を
現

地
で
栽
培
し
、
こ
こ
か
ら
ブ
ラ
ン
ド
の
ロ

イ
ヤ
リ
テ
ィ（
許
諾
料
）を
得
る
こ
と
に
よ

り
生
み
出
さ
れ
る
資
金
を
品
種
改
良
に
活

用
。
生
産
者
に
利
益
を
還
元
す
る
経
済
の

好
循
環
を
図
ろ
う
と
す
る
も
の
で
す
。
さ

ら
に
、
こ
の
よ
う
な
現
地
生
産
の
取
り
組

み
は
、
ル
ワ
ン
ダ
に
お
け
る
雇
用
機
会
の

創
出
に
も
つ
な
が
っ
て
お
り
、
現
在
、
最

盛
期
に
は
１
日
５
０
０
人
程
度
を
雇
用
し

て
生
産
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

の
要
望
活
動
も
行
い
ま
し
た
。

19〔シーズン〕 19-20 20-21 21-22 22-23 23-24

※10月から翌年６月までの期間を１シーズンとしオランダへ輸出

5百万円

4百万円

3百万円

2百万円

100 万円
40 万本

100 万本

140 万本
160 万本

〔輸出本数〕 〔ロイヤリティ〕

試験栽培から10年  ルワンダで躍進

ルワンダでの取り組み

△キガリ市のドゥセンギユン
　バ・サミュエル市長（左）を
　表敬訪問した佐々木市長

△安代りんどうの育苗施設を
　視察した訪問団

△佐々木市長と感謝の握手を交
　わした現地の従業員（右）

　
訪
問
団
は
、
安
代
り
ん
ど
う
の
ラ
イ
セ

ン
ス
使
用
者
で
あ
る
㈱
Rア

ー
ル

－

Ｇゲ

ー

ト

Ａ
Ｔ
Ｅ
八

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
開
始
か
ら
10
年
祝
う

市
・
ル
ワ
ン
ダ
相
互
の
利
益
に

新
た
な
展
開
に
向
け
た
取
り
組
み

チリでの挑戦

安代りんどう 海外展開の軌跡

アフリカ

ルワンダルワンダ

キガリ

⃝

2024.10
（令和6年）

・佐々木市長など４人が同国訪
問。「切り花りんどうプロジェク
ト」の10周年を祝う。
・EUでの鉢物リンドウ生産を
目的とした培養施設が完成。

△ルワンダでのりんどうプロジェクト10周年
　を、現地従業員と訪問団が、ともに祝った

180 万本

20 万本

120 万本

80 万本
60 万本

　ルワンダ訪問は、今回が２回目です。元から農業
が盛んな国というわけではないのでゼロから始めて
いる部分もありますが、さまざまなことにチャレン
ジしながら取り組んでいました。日本と異なり、労
働力の確保も見込めることから、今後も生産を伸ば
していけると感じました。
　海外展開を始めた当初から、安代りんどうのブラ
ンド化を目指してきました。ＥＵで、リンドウとい
えば「安代りんどう」が代名詞となるように引き続き
取り組んでいきたいと思います。

会長　立花 賢
け ん せ い

生 さん

（一社）安代リンドウ開発

現地での切り花生産を

（2010）年のチリ地震でほ場が被害を受け、事業拡大に
は至りませんでしたが、事業をきっかけに、同

国原産の「エンジェルウイングス」が本市で
生産されることとなりました。日本国内で

輸出本数とロイヤリティ収入の推移

幡
平（
代
表
取
締
役
：佐
藤
芳よ

し
ゆ
き之

）と

Jジ
ャ

イ

カ

I
C
A（
国
際
協
力
機
構
）が
新
た

に
ル
ワ
ン
ダ
に
整
備
し
た
培
養
施
設

の
開
所
式
に
も
出
席
し
ま
し
た
。こ
れ

は
新
た
な
事
業
と
し
て
、こ
れ
ま
で
の

切
り
花
で
は
な
く
、同
国
で
生
産
し
た

挿さ

し
芽
を
Ｅ
Ｕ
に
輸
出
。こ
れ
を
も
と

に
Ｅ
Ｕ
で
鉢
物
リ
ン
ド
ウ
を
生
産
す

る
こ
と
を
目
的
に
し
た
も
の
で
す
。

　
鉢
物
リ
ン
ド
ウ
は
、
切
り
花
と
は

違
っ
た
魅
力
と
用
途
が
あ
り
、安
代
り

ん
ど
う
の
Ｅ
Ｕ
で
の
さ
ら
な
る
普
及

の
可
能
性
を
持
っ
て
い
ま
す
。
市
は
、

新
た
な
取
り
組
み
が
成
功
す
る
よ
う
、

今
後
も
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

伸ばしていけると感じた

グラフ

赤道

ブルンジブルンジ

コンゴコンゴ

タンザニアタンザニア

ウガンダウガンダ

は本市でのみ生産が認可されています。

(R1) （R1-R2） （R2-R3） （R3-R4） （R4-R5） （R5-R6）

※2　安代りんどうの海外展開を進めるために平成28年に設立さ
れた法人。安代りんどうの培養技術を使い、苗の生産を行う

ふわふわもこもこな「エン
ジ

ェ
ル

ウ
ィ

ン
グ

ス
」

チリ原産の観葉植物

※
１

※
２

６
年
間
で
生
産
出
荷
が
13
倍
に

0203 No.359 2025（R7）．5




